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Summary
　　Astudy　was　made　of　1006　crowns　which　had　been　fabricated　for　patients　at　the
Prosthodontic　Clinic　of　Matsumoto　Dental　College　during　1992．　Some　of　results　were　as
follows．
1）42。8％of　the　patients　were　males　and　57．2％were　females．
2）90．0％of　the　patients　wer6　between　20　and　69　years　old．
3）Crowns　of　the　upper　abutment　teeth　were　more　numerous　than　those　of　lower　abutment
　　teeth．
4）75．0％of　the　crowns　were　fabricated　for　nonvital　teeth．
（1994年11月14日受理）
松本歯学　20（3）1994
5）49．2％of　the　crowns　were　fabricated　as　full　cast　crowns，27．6％as　facing　crowns（6．3％
　as　porcelain　fused　to　metal　crowns，21．4％as　res－in　facing　crowns），3．6％as　jacket
　crowns（3．6％as　resin　jacket　crowns　and　no　porcelain　jacket　crowns　was　fabricated），
　and　19．1％as　partial　coverage　crowns，　and　no　dowel　crowns　was　fabricated．
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緒 言
　各種補綴物の統計的観察は，歯科補綴診療の内
容が，材料や技術の進歩，患者の歯科診療に対す
る意識の変化，健康保険制度の変遷などにより影
響を受けるため，診療内容の実態の把握に重要な
意味を持つと考えられ，これまでも様々な観点か
ら統計的調査が報告1～6）されてきた．
　私たちの講座でも，これまでに昭和47年から平
成3年までの期間について，一連の経年的調
査7””19）を行ってきた．
　今回は同病院補綴診療科で平成4年1月から同
年12月までの1ケ年間に製作，装着された冠・架
工義歯補綴物のうち，主として単独冠について調
査し，併せて平成3年の調査報告18）と比較，検討し
たので報告する．
調査方法と項目
　松本歯科大学病院補綴診療科において，平成4
年1月から同年12月までの1ケ年間に受診し，単
独冠もしくは架工義歯を装着した外来患者数，お
よび作製装着された単独冠および架工義歯につい
て，病院歯科診療録，補綴科プロトコール，材料
センター材料支給伝票等を資料とし，収集デー
ターをマイクロコンピューター（Macintosh，
Apple社製）を用いて分類集計後，以下の各項目
について調査した。
A．患者総数と地域別患者数
　単独冠および架工義歯を装着した患者総数を調
査し，さらに患者の住所を大学病院の所在する塩
尻市内，塩尻市を除く長野県内，および長野県外
とに分類した．
B．性別および年齢階級別患者数
　患者の男女別人数を調べると同時に，患老の年
齢を20歳未満，20歳代，30歳代，40歳代，50歳代，
60歳代，70歳代および80歳以上の8階級に分け調
査した．
C．単独冠の装着総数
D．単独冠の年齢階級別装着頻度
　前記B項の年齢区分に準じて患者の年齢を調査
し，単独冠の各階級別装着頻度を調べた．
E．単独冠の性別装着頻度
F．単独冠の部位別装着頻度
　冠の装着部位を上下顎別および歯群別（前歯部，
小臼歯部，大臼歯部）に分け調査するとともに，
年齢階級別装着頻度との関係を調べた．
G．単独冠支台歯の生・失活歯別装着頻度
　支台歯を生・失活歯別に分類し，その装着頻度
を調査するとともに，年齢階級別および部位別装
着頻度との関係を調査した．
H．単独冠の種類別装着頻度
　全部鋳造冠，前装冠（レジン前装冠，陶材溶着
鋳造冠の2種）ジャケット冠（レジンおよびポー
セレンジャケット冠の2種），継続歯，一部被覆冠
などに分類して，それらの装着頻度を調査すると
ともに，年齢階級別，性別および部位別装着頻度
との関係を調べた．
1．単独冠に施された支台築造体について
　支台築造体を材料で分類し，キャストコアー，
アマルガムコアー一・tレジンコアー，セメントコアー
に分け，その築造頻度を調べると同時に，部位別
築造頻度との関係を調査した．
調査成績
A．患者総数と地域別患者数（表1）
　単独冠および架工義歯を装着した患者総数は
584名で，昨年より100名（前年比20．7％）増加し
表1：地域別患者数
患　者　数
地　　域 平成4年 平成3年
塩　　尻　　市　　内
ｷ　　野　県　　内
i除、塩尻市内）
ｷ　　野　　県　　外
189
i32．4）
R91
i67．0）
S（0．7）
157
i32．4）
R24
i66．9）
R（0．6）
計 584
i100．0）
484
i100．0）
（）　％
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　　　　　　　　　　　　表2：性別および年齢階級別患者数
単独冠について
年齢階級
　　　調査年
ｫ
20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代80歳以上 計
男女 平4
ｽ3
ｽ4
ｽ3
　　　　7
i　1．2）
@　　17
i　3．5）
@　　正2
i　2．1）
@　　14
i　2．9）
　　　33
i　5．7）
@　　29
i　6．0）
@　　41
i　7．0）
@　　53
i11、0）
41
V．0）
S1
W．5）
U4
P1．0）
T7
PL8）
65
P1．1）
R9
W．1）
X3
P6．0）
U1
P2．6）
　　　41
i　7．0）
@　　34
i　7、0）
@　　64
i11．0）
@　　42
i　8．7）
　　　39
i　6．7）
@　　35
i　7．2）
@　　46
i　7．9）
@　　35
i　7．2）
　　　23
i　3．9）
@　　18
i　3．7）
@　　12
i　2．1）
@　　　7
i　1．4）
　　　　1
i　0．2）
@　　　1
i　0．2）
@　　　2
i　0．3）
@　　　1
i　0．2）
250
S2．8）
Q14
S4．2）
R34
T7．2）
Q71
T5．8）
計
平4
ｽ3
　　　19
i　3．3）
@　　31
i　6．4）
　　　74
i12．7）
@　　82
i16．9）
（（
105
P8．0）
X8
Q0．2）
（（
158
Q7．1）
P00
Q0．7）
　　105
i18．0）
@　　76
i15．7）
　　　85
i14．6）
@　　70
i14．5）
　　　35
i　6，0）
@　　25
i　5，2）
　　　　3
i　0，5）
@　　　2
i　0．4）
（（
584
P00．0）
S84
P00．0）
（）％
平4：平成4年
平3：平成3年表3　単独冠の年齢階級別および部位別装着数
部位
調査年 坦 幽 旦 再 命 再 鵠年齢階級
20歳未満平4 　　　14i　1．4）
　　　　5
i　0．5） （
60．6）
（
25
Q．5） （
50．5）
（
40．4） 　　　　9
i　0．9）（
34
R．4）
平3 　　　14i　1．8）
　　　　5
i　0．6） （
40．5）
（
23
Q．9） （
40．5）
（
50．6） 　　　　9
i　1．1）（
32
S．0）
20歳代平4 　　　41i　4．1）
　　　17
i　1．7） （
30
R．0） （
88
W．8） （
30．3）
（
80．8）
（
29
Q．9）
　　　40
i　4．0）（
128
P2．8）
平3 　　　41i　5．1）
　　　17
i　2．1） （
20
Q．5） （
78
X．8） （
17
Q．1） （
36
S．5）
　　　53
i　6．6）（
131
P6．4）
30歳代平4 　　　53i　5．3）
　　　20
i　2．0） （
26
Q．6） （
99
X．9） （
40．4）
（
23
Q．3） （
44
S．4）
　　　71
i　7．1）（
170
P7．0）
平3 　　　67i　8．5）
　　　26
i　3．3） （
33
S．2） （
126
P5．9）（
91．1）
（
18
Q．3） （
40
T．1）
　　　67
i　8．5）（
193
Q4．4）
40歳代平4 　　　64i　6、4）
　　　51
i　5．1） （
51
T．1） （
166
P6．6）（
70．7）
（
41
S．1） （
51
T．1）
　　　99
i　9．9）（
265
Q6．5）
平3 　　　32i　4．0）
　　　22
i　2．8） （
23
Q．9） （
77
X、7） （
40．5）
（
25
R．2） （
38
S．8）
　　　67
i　8．5）（
144、
P8．2）
50歳代平4 　　　30i　3．0）
　　　36
i　3．6） （
36
R．6） （
102
P0．2）（
11
P．1） （
27
Q．7） （
38
R．8）
　　　76
i　7．6）（
178
P7．8）
平3 　　　12i　1．5）
　　　28
i　3，5） （
24
R．0） （
64
W．1） （
10
P．3） （
22
Q．8） （
28
R．5）
　　　60
i　7．6）（
124
P5．7）
60歳代平4 　　　50i　5．0）
　　　19
i　1．9） （
16
P．6） （
85
W．5） （
18
k8）（
26
Q．6） （
正5
P．5）
　　　59
i　5、9）（
144
P4，4）
平3 　　　36i　4．5）
　　　18
i　2．3） （
19
Q．4） （
73
X．2） （
81．0）
（
23
Q．9） （
23
Q．9）
　　　54
i　6．8）（
127
P6．0）
70歳代平4 　　　26i　2．6）
　　　10
i　1．0） （
20
Q．0） （
56
T．6） （
90．9）
（
80．8）
（
90．9） 　　　26
i　2．6）（
82
W．2）
平3 　　　12i　1．5）
　　　　5
i　0．6） （
50．6）
（
22
Q．8） （
10．1）
（
91．1）
（
50．6） 　　　15
i　1．9）（
37
S．7）
80歳以上平4 　　　　1i　0．1）
　　　　1
i　0．1） （
30．3）
（
50．5）
（
50．5）
平3 　　　　2i　0．3） （
20．3）
（
20．3） 　　　　2
i　0．3）（
40．6）
計
平4
ｽ3
　　279
i27．7）
@　216
i27．3）
　　正59
i15，8）
@　121
iコ53）
（（
188
P8．7）
P28
P6．2）
（（
626
U2．2）
S65
T8．7）
（（
52
T．2）
R2
S．0）
（（
138
P3．7）
P20
P5，2）
（（
190
P8．9）
P75
Q2．1）
　　380
i37．8）
@　327
i41．3）
（（
1006
P00．0）
V92
P00．0）
（）　％
平4　平成4年
平3　平成3年
た．地域別にみると，塩尻市内を除く長野県内の
患者が391名（67．0％）で全体の3分の2を占め，
次いで塩尻市内在住者が189名（32．4％），長野県
外在住者は4名（0．7％）のみであった．
B．性別および年齢階級別患者数（表2）
　性別患者数は，男性が250名（42．8％），女性が
334名（57．2％）で，女性が男性を構成率で14．4％
上回った．年齢別では40歳代が最も多く，また20
歳代から60歳代までの患者が全体の90．2％を占め
ていた．
C．単独冠の装着総数（表3）
　単独冠の装着総数は1006個であった．
D．年齢階級別装着頻度（表3）
　最も多かったのは40歳代（265個，26．5％）で，
以下50歳代（178個，17．8％），30歳代（170個，
17．0％）60歳代（144個，14．4％）の順であった．
E．単独冠の部位別装着頻度（表3）
　上下顎別では上顎626個（62．2％），下顎380個
（37．8％）と上顎の装着率が下顎を24．4％上回っ
ていた．
　歯群別にみると，最も装着頻度の高かったのは，
上顎前歯部（279個，27．7％）で，最も低かったの
は下顎前歯部（52個，5．2％）であった．
F．単独冠の性別装着頻度（表4）
　性別では男性441個（43．8％），女性565個
（56．2％）と女性の装着率が男性を12．4％上回っ
ていた．
G．単独冠支台歯の生・失活歯別装着頻度（表5，
6）
　表5および6は生・失活歯の判明しているもの
997歯中で，単独冠支台歯の生・失活歯別装着頻度
と年齢階級別および部位別との関係を表したもの
である．全体では，失活歯が748歯（75．0％），生
活歯が249歯（25．0％）であった．
　年齢別階級との関係（表5）では，すべての年
代で，失活歯が生活歯を上回っていた．また，部
位別（表6）でも，上，下顎共すべての部位にお
いて失活歯が生活歯を上回っていた．
H．単独冠の種類別装着頻度（表4，7，8）
　表4，7および8は単独冠の種類別装着頻度と
性別，年齢階級別，および部位別装着頻度との関
係を表したものである．全体では全部鋳造冠が495
個（49．2％）で最も多く，次いで前装冠278個
（27．6％），一部被覆冠等178個（17．7％），ジャケッ
松本歯学　20（3）1994
　　　　　　　　表4：単独冠の種類別および性別装着数
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性 別
調査年 男 女 計
種　類
全部鋳造冠 平4 　224i22．3）（
271
Q6．9）（
495
S9．2）
平3
F 　176
i22．2）（
220
Q2．8）（
396
T0．0）
前装冠 平4 　123i12．2）（
155
P5．4）（
278
Q7．6）
平3 　60i　7．6）（
77
X．7）（
137
P7．3）
レジン前装冠 平4 　105i10．4）（
110
P0．9）（
215
Q1．4）
平3 　23i　2．9）（
26
R．0）（
49
T．9）
陶材溶着前装冠 平4 　18i　1．8）（
45
S．5）（
63
U．3）
平3　37i　4．6）（
51
U．4）（
88
P1．1）
ジャケット冠 平4 　16i　1．6）（
20
Q．0）（
36
R．6）
平3 　56i　7．1）（
63
W．0）（
119
P5．0）
レジン
@　ジャケット冠平4 　16i　1．6）（
20
Q．0）（
36
R．6）
平3 　56i　7．1）（
63
W．0）（
119
P5．0）
ポーセレン
@　ジャケット冠平4
平3
継続歯 平4 　　1i　0．1）（
40．4）（ 50．5）
平3 　　1i　0．1）（
10．1）（ 20．3）
一部被覆冠 平4 　77i　7．7）（
101
P0．0）（
178
P7．7）
平3　68i　8．6）（
70
W．8）（
138
P7．4）
計
平4
ｽ3
　441
i43．8）（
@361
i45．6）（
565
T6．2）（
S31
T4．4）（
1006
P00．0）
V92
n00．0）
（）　％
平4：平成4年
平3：平成3年
ト冠36個（3．6％），継続歯4個（0．4％）の順であっ
た．さらに前装冠においては，レジン前装冠215個
（21．4％）陶材溶着鋳造冠63個（6．3％）で，ジャ
ケット冠については，全てレジンジャケット冠で，
ポーセレンジャケット冠はなかった．
　年齢階級別（表7）では，80歳以上をのぞくす
べての年代において最も装着頻度の高いのは全部
鋳造冠で，なかでも40歳代の装着率が最も高かっ
た．前装冠については，30歳代から70歳代までは，
レジン前装冠が陶材溶着鋳造冠を大きく上回って
いた．
　部位別との関係（表8）をみると，前歯部では，
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表5：単独冠支台歯の生・失活歯別および年齢階級別装着数
年齢階級
調査 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代70歳代 80歳以上 計
支台歯
の状態
生活歯 平4 （ 11P．1） 　50i　5．0）　38i　3．8）　61i　6．1）　42i　4．2）　27i　2．7） （
20
Q．0） （
249
Q5．0）
平3 （ 11k4） 　38i　4．9）　37i　4．7）　30i　3．8）　38i　4．9）　27i　3．5） （
91．2）
（
20．3）
（
192
Q4．6）
失活歯 平4 （ 23Q．3） 　71i　7．1）　132i13．1）　204i20．3）　135i13．4）　116i11．5）（
62
U．2） （
50．5）
（
748
V5．0）
平3 （ 21Q．7） 　93i12．0）　148i19．0）　113i14．5）　83i10．6）　100i12．8）（
28
R，6） （
20．3）
（
588
V5．4）
平4 （ 34R．4） 　121i12．1）　170i17．正）　265i26．6）　177i17．8）　143i14．3）（
82
W．2） （
5－
O，5） （
997
P00．0）
計
平3 （ 32S．2） 　131i16．8）　185i23．7）　143i18．3）　121i15．5）　127i16．3）（
37
S．7） （
40．5）
（
780
P00．0）
（）　％
平4：平成4年
平3：平成3年
表6：単独冠支台歯の生・失活歯別および部位別装着数
部位
坦 幽 8－66－8旦 齋 椰 8－66－8可 帯支台歯の状態 調査　　　年
生活歯
ｸ活歯
平4
ｽ3
ｽ4
ｽ3
　　　42
i　4，2）
@　　22
i　2．8）
@　231
i23．2）
@　187
i24．0）
41
S．1）
S1
T．3）
P18
P1．8）
W0
P0．3）
53
T．3）
R4
S．4）
P35
P3．5）
X4
P2．1）
　　136
i13．6）
@　　97
i12．4）
@　484
i48、6）
@　361
i46．3）
13
P．3）
@6
O．8）
R7
R．7）
Q6
R．3）
43
S．3）
R6
S．6）
X5
X．5）
W2
P0．5）
57
T7）
T3
U．8）
P32
P3．2）
P19
P5．3）
　　113
i1L3）
@　　95
i12．2）
@　264
i26．5）
@　227
i29．1）
249
Q5．0）
P92
Q4．6）
V48
V5．0）
T88
V5．4）
計
平4
ｽ3
　　273
i27．4）
@　209
i26．8）
（（
159
P6．0）
P21
P5．5）
（（
188
P8，9）
P28
P6．4）
　　620
i62，0）
@　458
i58．7）
（（
50
T，0）
R2
S．1）
（（
138
P3．8）
P18
P5．1）
（（
189
P9．0）
P72
Q2．1）
　　377
i37．8）
@　322
i41．3）
（（
997
P00．0）
V80
P00．0）
（）　％
平4：平成4年
平3：平成3年
上顎がレジン前装冠178個（17．7％），陶材溶着鋳
造冠46個（4．6％），レジンジャケット冠28個
（2．8％），一部被覆冠など12個（1．2％）の順で，
下顎においてはレジン前装冠34個（3．4％），陶材
溶着鋳造冠，レジン前装冠およびレジンジャケッ
ト冠がそれぞれ8個（0．8％）に続き一部被覆冠2
個（0．2％）の順であった．小臼歯部および大臼歯
部では上，下顎とも全部鋳造冠が最も多く，次い
で一部被覆冠など，前装冠の順であった．
1．単独冠に施された支台築造体について（表9）
　表9は支台築造体の種類別築造頻度について部
位別との関係を表したものである．
　全体では，キャストコアーが642個（94．6％）と
大半を占め，以下レジンコアー18個（2．7％），セ
メントコアー16個（3．3％），アマルガムコアー6’
個（0．9％）の順であった．部位別との関係でみて
も，キャストコアーが全てにおいて最も多かった．
考 察
　今回の報告は，平成4年1月から同年12月まで
の1力年間に，松本歯科大学病院補綴診療科を訪
れた外来患者のうち，単独冠および架工義歯によ
る補綴治療を受けた患者を対象に，主として単独
冠の装着頻度について調査したものである．以下，
成績を総括し，前年の調査報告18｝と比較考察した．
A．患者総数と地域別患老数について
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表7：単独冠の種類別および年齢階級別装着数
年代
調査年 20歳未満 20歳代30歳代 40歳代50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上計
種類
全部鋳造冠 平4 12 45 75 137 112 7040 4 495
（ 1．2） （ 4．5） （ 7．5） （ 13．6）（1L2）（ 7，0） （ 4．0） （　0．4） （ 49，2）
平3 10 44 83 87 76 72 22 2 396
（ 1．3） （ 5．6） （ 10．5）（ 11．0）（　9．6） （ 9．1） （ 2．8） （　0．3）（ 50．0）
前装冠 平4 7 32 50 66 37 53 32 1 278
（ 0．7） （ 3．2） （ 5．0） （ 6．6） （　3．7） （ 5，3） （ 3，2） （　0．1） （ 27．6）
平3 一7 19 53 20 16 17 5 137
（ 0．9） （ 2．4） （ 6．7） （ 2．5）（　2，0）（ 1．8） （ 0．6） （ 17．3）
レジン前装冠 平4 4 13 41 59 25 44 28 1 215
（ 0．4） （ 1．3） （ 4．1） （ 5．9） （　2．5） （ 4．4） （ 2．8） （　0．1） （ 21．4）
平3 1 2 24 5 2 12 3 49
（ 0．1） （ 0．3） （ 3．0） （ 0．6） （　0．3） （ 0、4） （ 0．4） （ 6．2）
陶材溶着鋳造冠 平4 3 19 9 7 12 9 4 63
（ 0．3） （ 1．9） （ 0．9） （ 0．7） （　1．2） （ 0，9） （ 0．4） （ 6．3）
平3 6 17 29 15 14 5 2 88
（ 0．8） （ 2．1） （ 3．7） （ 1．9）（　1．8） （ 0．6） （ 0，3） （ 11．1）
ジャケット冠 平4 1 3 7 9 2 13 1 36
（ 0．1） （ 0．3） （ 0．7） （ 0．9） （　0，2） （ 1．3） （ 0．1） （ 3．6）
平3 7 25 31 17 4 26 7 2 119
（ 0．9） （ 3．2） （ 3．9） （ 2．1） （　0．5）（ 3．3） （ 0，9） （　0．3）（ 15．0）
レジン 平4 1 3 7 9 2 13 1 36
ジャケット冠 （ 0．1） （ 0．3） （ 0．7） （ 0．9） （　02）（ 1．3） （ 0．1） （ 3．6）
平3 7 25 31 17 4 26 7 2 119
（ 0．9） （ 3．2） （ 3．9） （ 2、1） （　0．5） （ 3．3） （ 0．9） （　0．3）（ 15．0）
ポーセレン 平4
ジャケット冠
平3
継続歯 平4
平3 1 1 2
（ 0．1） （ 0．1） （ 0．3）
一部被覆冠 平4 12 47 36 53 27 8 9 192
（ 1．2） （ 4．7） （ 3．6） （ 5．3） （　2．7） （ 0．8） （ 0．9） （ 19．1）
平3 8 43 25 20 28 11 3 138
（ 1．0） （ 5．4） （ 2．5） （ 2．5）（　3．5）（ 1．4） （ 0．4） （ 17、4）
平4 34 128 170 265 178 144 82 5 1006
計 平3
（ 4，0）
R2
（ 12．7）
P31
（ 16．9）
P93
（ 26．3）
P44
（17．7）
@　124
（ 14．3）
P27
（ 8．2）
R7
（　0，5）
@　　　4
（ 100．0）
V92
（ 3．4） （ 16．5）（ 24．4）（ 18．2）（15．7）（ 16．0）（ 4．7）（　0．5）（ 100．0）
（）　％
平4：平成4年
平3：平成3年
　患者総数は584名で，平成3年の報告と比較し
て，100名（20．0％）の増加がみられた．経年的に
見ても患老数は増加しており，特に塩尻市を除い
た長野県内の患者の増加が著しいことが認められ
る．これらの現象は、近年マスコミなどでも歯科
治療に関する特集が組まれたりするなどして，よ
り高度な技術を求める患者が増えていると考えた
い．また長野県内の高速道路の発達も一つの要因
であろう．
B．性別および年齢階級別患者数
　男女比については構成率で，これまでと同様に
女性のほうが男性より多く，大きな変化は見られ
ない．
C．単独冠について
　単独冠装着総数は，患者数の増加に伴い214個の
増加がみられた．性別装着頻度では，性別患者数
の成績と同様に女性のほうが多く，これは他の報
告8～19）と同様の傾向である．
　部位別装着頻度は上下顎別では上顎が下顎を上
回り，歯群別では上顎前歯部が最も多く，下顎前
歯部が最も少なかった．これは厚生省がまとめた
歯科疾患実態調査報告2°）中の健全歯数の結果で
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表8：単独冠の種類別および部位別装着数
部位
調査年 3十3 541458－616－8 十8 3十3 541458－616－8 8十8十8 8十8種類
全部鋳造冠 平4 120 138 258 95 142 237 495
（11．9） （13．7） （25．6） （ 9．4） （ 正4．1）（ 23．6）（40．2）
平3 76 100 176 1 88 131 220 396
（　9．6）（12．6） （22．2）（ 0．1） （ 11．1）（ 16．5）（ 27．8）（50．0）
前装冠 平4 224 4 1 229 42 4 3 49 278
（ 22．3）（　0．4） （　0．1）（22．8）（ 4．2） （ 0．4） （ 0．3）（ 4．9）（27、6）
平3 103 10 3 116 13 5 3 21 137
（ 13．0）（　1．3）（　0、4）（14．6）（ 1．6） （ 0．6） （ 0．4）（ 2．7）（ 17．3）
レジン前装冠 平4 178 2 180 34 1 35 215
（ 17．7）（　0，2） （17．9）（ 3．4） （ 0．1） （ 3，5）（ 2L4）
平3 38 2 38 8 1 9 49
（ 4．8）（　0．3） （　4．8）（ 1．0） （ 0．1） （ 1．1）（ 6．2）
陶材溶着鋳造冠 平4 46 2 1 49 8 3 3 14 63
（ 4．6） （　0．2）（　0．1） （　4．9）（ 0．8） （ 0，3） （ 0．3）（ 1．4）（ 6．3）
平3 65 8 3 76 5 4 3 12 88
（ 8．2）（　1．0）（　0．4） （　9．6）（ 0．6） （ 0．5） （ 0．4）（ 1．5）（11．1）
ジャケット冠 平4 28 28 8 8 36
（ 2．8） （　2．8） （ 0．8） （ 0．8）（ 3．6）
平3 107 107 12 12 119
（ 13．5） （13．5）（ 1．5） （ 1．5）（ 15．0）
レジン 平4 28 28 8 8 36
ジャケット冠 （ 2．8） （　2．8） （ 0．8） （ 0，8）（ 3．6）
平3 107 107 12 12 119
（ 13．5） （13．5）（ 1．5） （ 1．5）（ 15．0）
ポーセレン
@　　ジャケット冠平4
平3
継続歯 平4 1 2 1 4 1 1 5
（ 0．1） （　0．2） （　0、1） （　0，4） （ 0．1）（ 0．1）（ 0．5）
平3 1 1 1 1 2
（　0．1） （　0．1） （ 0．1）（ 0．1）（ 0．2）
一部被覆冠 平4 26 33 48 107 2 39 44 85 192
（ 2．6） （　3．3） （　4．8）（10．6）（ 0．2） （ 3．9） （ 4．4）（ 8，5）（ 19．1）
平3 6 34 25 65 6 27 40 73 138
（ 0．8）（　4．3） （　3．2）（　8．2） （ 0．8） （ 3．4） （ 5．1）（ 9．2）（17．4）
平4 279 159 188 626 52 138 190 380 1006
計 平3
（ 27．7）
Q16
（15．8）
@　121
（18．7）
@　128
（62．2）
@　465
（ 5．2）
R2
（ 13．9）
P20
（ 18，9）（
P75
37．8）（
R27
100．0）
V92
（ 27、3）（15．3） （16．1） （58．7）（ 4．0） （ 15．1）（ 22．1）（41．3）（100．G）
（　）　％
平4：平成4年
平3：平成3年
も，上顎前歯部より下顎前歯部の健全歯数が多い
のと一致している．
　支台歯の生・失活歯別装着頻度では失活歯支台
のものが全体の75％を占めた．私達の一連の報
告7～19）や他の報告1・2・5）と同様の傾向であるが，これ
は，調査の対象が補綴科に来院した患者のみであ
るということと，また他科より補綴科に依頼され
てくる患者は実質欠損が大きくすでに歯内療法処
置がおこなわれている患者が多いためと考えられ
る．
　種類別装着頻度では平成3年の報告18）と同様に
全部鋳造冠が最も多かった．また全体に占めるレ
ジン前装冠の構成率は前年の49個（6．2％）から215
個（21．4％）に増加した．それに比してレジンジャ
ケット冠は前年の119個（15．0％）から36個（3．6％）
に減少した．これは，従来健康保険診療では用い
ることのできなかったレジン前装冠が健康保険制
度の改正により前歯部に用いることができるよう
になり強度，適合度に劣るレジンジャケット冠の
装着頻度が減少したためであると考えてよい．
5．支台築造体
　平成3年までの報告7－一’9）と同様にキャストコ
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表9：単独冠支台築造体の種類別および部位別装着数
　　　　　調査年
嵭ﾞ
部位
旦 幽 旦 可 誠 那 鵠
キャスト
@　　　　　コアー
Aマルガム
@　　　　　コアー
激Wン
@　　　　　コアー
Zメント
@　　　　　コアー
平4
ｽ3
ｽ4
ｽ3
ｽ4
ｽ3
ｽ4
ｽ3
　　191
i28．1）
@　158
i31．2）
@　　　4
i　0．6）
@　　　4
i　0．8）
@　　　3
i　0．4）
101
P4．9）
U5
P2．8）
@　1
O，1）
@2
O．3）
@2
O．4）
@　1
O．1）
　　112
i16．5）
@　　75
i14．8）
@　　　4
i　0．6）
@　　　2
i　0．4）
@　　10
i　1．5）
@　　　3
i　0．6）
404
T9．5）
Q98
T8．8）
@　1
O．1）
P0
P．5）
P4
Q，1）
@　3
O，6）
　　　33
i　4．9）
@　　21
i　4、1）
@　　　1
i　0，1）
@　　　2
i　0．3）
@　　　8
i　1．6）
　　　82
i12，1）
@　　65
i12．8）
@　　　3
i　0．4）
@　　　3
i　0．6）
@　　　1
i　0．1）
@　　　2
i　0，4）
　　123
i18．1）
@　101
i19．9）
@　　　1
i　0．1）
@　　　1
i　0．2）
@　　　3
i　0．4）
@　　　4
i　0．8）
@　　　1
i　0，1）
@　　　2
i　0．4）
　　238
i35．1）
@　187
i36．9）
@　　　2
i　0．3）
@　　　1
i　0．2）
@　　　8
i　1．2）
@　　　7
i　1．4）
@　　　2
i　0，3）
@　　　4
i　0．8）
642
X4．6）
S85
X5．7）
@　6
O．9）
@　1
O．2）
P8
Q．7）
P5
R．0）
P6
R．3）
@　7
P．3）
計
平4
ｽ3
　　198
i29．2）
@　162
i32．0）
（（
105
P5．5）
U7
P3．2）
　　126
i18．6）
@　　80
i15．8）
（（
429
U3．2）
R09
U0，9）
　　　35
i　5．2）
@　　21
i　4．1）
　　　87
i12．8）
@　　70
i13，8）
　　128
i18．9）
@　107
i21．1）
　　250
i36．8）
@　198
i39．1）
（（
679
P00．0）
T．7
P00．0）
（）　％
平4：平成4年
平3：平成3年
アーが最も高い築造頻度を示した．経済性，効率
性に欠点はあるが，適応範囲が広く物理的，機械
的強度の優れたキャストコアーが多用されている
ものと考えられる．
結 論
　松本歯科大学病院補綴診療科に平成3年1月か
ら同年12月までの1ケ年間に来院した患者および
作製，装着された単独冠を中心にその頻度調査を
行ない，以下の結果を得た．
　1．患者総数は584名で，近年増加傾向にある．
　2．性別患者構成率では，女性が55．8％を占め
た．また，年齢階級別構成率では，20歳代から60
歳代までが全体の88．0％を占めた．
　3．単独冠および架工義歯の装着数は，それぞ
れ1006個と227装置であった．
　4．単独冠について
　イ）年齢階級別装着頻度では，40歳代が最も多
く，20歳代から60歳代までが全体の90．0％を占め
た．
　ロ）部位別装着頻度では，上顎が下顎を上回り，
歯群別では上顎前歯部が最も多く，下顎前歯部が
最も少なかった．
　ハ）単独冠の種類別装着頻度では，全部鋳造冠
が49．2％と半数を占め，前装冠，一部被覆冠など
の順であった．
　二）支台歯の生・失活歯別装着頻度では，失活
歯が75．0％を占めた．
　ホ）支台築造体では，キャストコアーが94．6％
を占めた．
　5．平成3年の報告と比較すると，患者数で100
名（20．7％）増加した．また単独冠の装着数が214
個（27．0％）増加し，なかでもレジン前装冠が前
年比約3．5倍と著しく増加していることがわかっ
た．
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